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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月23日(2010.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｎ）１～８００ｎｍ、好ましくは３～２５０ｎｍ、より好ましくは４～１００ｎｍの
粒径を有する１つ以上の無機粒子（Ｎ）と、
　（Ｂ）１つ以上のバインダ（Ｂ）と、
　（Ｄ）１つ以上の効果顔料と、
　（Ｅ）１つ以上の有機溶媒（Ｅ）と、
　（Ｖ）場合により、１つ以上の架橋剤（Ｖ）と
を有し、
　前記無機粒子（Ｎ）が、無機粒子（Ｎ）表面と相互作用しうる少なくとも１つの基（Ｓ
１）、および１つ以上の疎水性部分構造を有する安定剤（Ｓ）で少なくとも部分的に改質
されている顔料着色塗料組成物（Ｐ）であって、
　該塗料組成物は、少なくとも１種の蝋および／または少なくとも１つの蝋様化合物（Ｗ
）をさらに含むことを特徴とする顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項２】
　蝋および／または蝋様化合物（Ｗ）として、改質および／または非改質ポリオレフィン
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蝋、特に、ポリエチレン蝋、ポリプロピレン蝋、およびポリエチレングリコール蝋、およ
び／またはポリアミン蝋および／またはポリアクリレートポリマーおよび／またはポリア
クリレートコポリマーを含むことを特徴とする、請求項１に記載の顔料着色塗料組成物（
Ｐ）。
【請求項３】
　安定剤の基（Ｓ１）が、ヒドロキシル基、カルボキシル基、エーテル基、ホスフェート
基、ホスホネート基、ビスホスホネート基、スルフェート基もしくはスルホネート基また
は窒素含有親水性基、あるいはそれらの混合物の群から選択されることを特徴とする、請
求項１または２に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項４】
　疎水性部分構造が、飽和および／または不飽和脂肪酸の基、特に、ヒドロキシ吉草酸、
ヒドロキシカプロン酸、ヒドロキシステアリン酸、ヒドロキシラウリン酸およびそれらの
混合物の群から特に好ましく選択される、分子中に５～３０個の炭素原子を有する飽和お
よび／または不飽和脂肪酸の基の群から選択されることを特徴とする、請求項１から３ま
でのいずれか一項に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項５】
　安定剤（Ｓ）が、脂肪酸のエステルおよび／または二量体脂肪酸のエステルおよび／ま
たは三量体脂肪酸のエステル、好ましくは、ポリアルキレングリコール、特に、６～２０
個のＣ原子を有するポリアルキレングリコールとの脂肪酸のエステルおよび／または二量
体脂肪酸のエステルおよび／または三量体脂肪酸のエステルを含むことを特徴とする、請
求項１から４までのいずれか一項に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項６】
　無機粒子（Ｎ）が、酸化ケイ素および／または酸化アルミニウムの群から選択される請
求項１から５までのいずれか一項に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項７】
　顔料着色塗料組成物の全量ならびにこれらの成分（Ｎ）および（Ｗ）の固体含有量に対
して、かつ安定剤（Ｓ）を含まない成分（Ｎ）の質量に対してそれぞれ、粒子（Ｎ）は、
０．２質量％～２．０質量％、好ましくは０．５質量％～１．５質量％の量で使用され、
かつ／または蝋および／または蝋様化合物（Ｗ）は、０．２質量％～２．０質量％、好ま
しくは０．５質量％～１．５質量％の量で使用され、かつ／または安定剤（Ｓ）は、それ
ぞれ粒子（Ｎ）の質量に対して、かつ安定剤（Ｓ）および粒子（Ｎ）の固体含有量に対し
て、３質量％～４０質量％、特に５質量％～２０質量％の量で使用されることを特徴とす
る、請求項１から６までのいずれか一項に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項８】
　粒子（Ｎ）および化合物（Ｗ）が、無機粒子（Ｎ）に蝋および／または蝋様化合物（Ｗ
）を加えた全量が、それぞれ顔料着色塗料組成物の全量に対して、かつこの成分（Ｗ）、
および安定剤を含まない粒子（Ｎ）の固体含有量に対して、０．４質量％～４．０質量％
、より好ましくは１．０質量％～３．０質量％になるような量で使用されることを特徴と
する、請求項１から７までのいずれか一項に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項９】
　粒子（Ｎ）ならびに蝋および／または蝋様化合物（Ｗ）が、安定剤（Ｓ）を含まない無
機粒子（Ｎ）と化合物（Ｗ）との質量比が、それぞれこれらの成分（Ｎ）および（Ｗ）の
固体含有量に対して、７０：３０～３０：７０、好ましくは４０：６０～６０：４０にな
るような量で使用されることを特徴とする、請求項１から８までのいずれか一項に記載の
顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
【請求項１０】
　ポリマー微小粒子（Ｍ）を、それぞれ塗料組成物（Ｐ）の固体含有量、およびポリマー
微小粒子（Ｍ）の固体含有量に対して、好ましくは３質量％～２５質量％、特に１０質量
％～２０質量％の量でさらに含むことを特徴とする、請求項１から９までのいずれか一項
に記載の顔料着色塗料組成物（Ｐ）。
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【請求項１１】
　固体含有量が、少なくとも３５質量％であり、塗料組成物（Ｐ）が、フォードカップ３
による流下時間としての２３℃における粘度が１６ｓ～３５ｓ、好ましくは１８ｓ～２５
ｓであることを特徴とする、請求項１から１０までのいずれか一項に記載の顔料着色塗料
組成物（Ｐ）。
【請求項１２】
　少なくとも１つの顔料着色被覆と、場合によりその上に透明塗装系とを含む効果および
／または有色塗装系であって、顔料着色被覆が、請求項１から１１までのいずれか一項に
記載の塗料組成物（Ｐ）から製造された効果および／または有色塗装系。
【請求項１３】
　少なくとも１つの顔料着色被覆（Ｐ）を塗布し、場合により、少なくとも１つの透明被
覆（Ｋ）を該顔料着色被覆（Ｐ）上に塗布する、請求項１２に記載の塗装系を製造するた
めの方法。
【請求項１４】
　自動車量産仕上げおよび／または商用車両仕上げおよび／または修復仕上げ、内部もし
くは外部車体構造部品、または船舶構造および航空機構造のための部品、または家庭用具
または電気器具のための部品の塗装に用いられることを特徴とする、請求項１３に記載の
方法。
【請求項１５】
　Ｉ．　溶媒系効果顔料着色塗料組成物を基材に塗布し、
　ＩＩ．　Ｉ）において塗布された塗料組成物から被膜を形成し、
　ＩＩＩ．　場合により、Ｉ）から形成された被膜に透明塗料組成物を塗布し、
　ＩＶ．　効果顔料着色塗料組成物および場合により、塗布された透明塗料組成物を個別
に、または一緒に焼き付けて、基材上に硬化被膜を設け、
　前記効果顔料着色塗料組成物が、１～８００ｎｍ、好ましくは３～２５０ｎｍ、より好
ましくは４～１００ｎｍの粒径を有する１つ以上の無機粒子（Ｎ）を含み、前記無機粒子
（Ｎ）が、無機粒子（Ｎ）の表面と相互作用しうる少なくとも１つの基（Ｓ１）、および
１つ以上の疎水性部分構造を有する安定剤（Ｓ）で少なくとも部分的に改質されている、
効果塗装系のフロップ値を向上させる方法であって、
　前記塗料組成物は、少なくとも１種の蝋および／または１つの蝋様化合物（Ｗ）をさら
に含むことを特徴とする方法。
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